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表 1  OSI 参照モデルと TCP/IP プロトコルモデル
OSI 参照モデル（7階層モデル） TCP/IP モデル 

（4 階層）
TCP/IP モデル 

（5 階層）

第7層 アプリケーション層 どのような通信サービスを行い、何を実現するか？ 
（アプリケーションの種類に関する規定）

アプリ 
ケーション 

層

アプリ 
ケーション 

層
第6層 プレゼンテーション層 どのような表現形式で送るのか？ 

（データの種類や送信ビット数に関する規定）

第5層 セ ッ シ ョ ン 層 どのような対話モードで送るのか？ 
（通信モードや同期方式に関する規定）

第4層 トランスポート層 相手に正確に届いたかどうかの確認方法は？ 
（送受信確認やアプリケーションの識別に関する規定）

トランスポート層 
（TCP/UDP 層）

トランスポート層 
（TCP/UDP 層）

第3層 ネ ッ ト ワ ー ク 層 相手の識別アドレスは？通信網をどう使うのか？ 
（通信経路の選択や識別アドレスに関する規定）

インターネット層 
（IP 層）

インターネット層 
（IP 層）

第2層 デ ー タ リ ン ク 層 伝送路の確保と端末の識別方法は？ 
（通進路の確保やエラー訂正に関する規定） ネットワーク 

インタフェース 
層

データリンク層 
（MAC 層）

第1層 物 理 層 伝送路に情報を送る媒体、方法は？ 
（物理的な回線や機器類、電気信号に関する規定） 物理層

準備の確認 トラフィック確認

受信確認

TCP

UDP

TCP

UDP

再送要求 経路確認

伝達保証性の確立 転送効率はそれほど高くない

データパケット単位の単なる橋渡し 転送効率は高い

図 1 TCP と UDP の違い

　TCP/IP（Transmission Control Protocol/Internet 
Protocol）はインターネットやイントラネット上で広く 
利用されている通信プロトコルの一種です。その起源 
となったのは、1969 年に米国の研究機関や大学を集め 
た広域ネットワーク用に開発された ARPANETと呼ば 
れるプロトコルです。その後、研究グループにより改 
良や標準化が進められ、1975年にはTCP/IPとしての 
基本的な仕様が確定しました。1983年にはUNIXシス 
テムに搭載され、本格的な運用が始まりました。

TCP/IP のプロトコル
　コンピュータ同士が通信を行う場合の各種の「取り 
決め事」を通信プロトコルといいます。それらの「取 
り決め事」は通信における役割の内容によって分割、 
階層化されており、その国際標準モデルが、ISO の提 
唱する「OSI（Open Sytem Interconnection）参照モデル」 
です（表 1 参照）。OSI 参照モデルは通信プロトコルを 
理解するための良い雛形となります。
　TCP/IP のプロトコルも OSI の参照モデルと同じよ 
うな考え方で階層化されていますが、OSI 参照モデル 
では 7 層に分かれていたプロトコルを TCP/IP では 5 
層もしくは 4 層に分けて考えることが一般的になって 
います（表1 参照）。
　そして、TCP/IP は OSI 参照モデルのトランスポート 
層に相当する TCP（または UDP）、およびネットワーク 
層に相当するIPの2層を中核として構成されています。

TCP と UDP の違い
　コンピュータ同士の通信では、送信側から送られた 
データが受信側へ伝達される際に、〈データの損傷〉、〈消
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失〉、〈重複や遅 
延〉、〈到着順序 
のズレ〉など 
を考慮する必 
要があります。 
これらの項目 
をチェックし、 
もし検出され 
た場合は自動
的に補正することによって、通信の信頼性が確保できま 
す。TCPはデータ通信の際にこのような役割を担い、確 
固たる信頼性と伝達保証性を提供しています。
　なお、TCPでは、データ伝達保証性を重視して、エラー 
チェックや再送要求などの手続きが増えるために、「高速 
にデータを届ける」という点において、その性能に制約 
を受けます。そこで、TCPの伝達保証性を省略し、代わ 
りに高速性を重視したプロトコルとして利用されている 
のがUDP（User Datagram Protocol）です。UDPでは、送受信 
確認や再送要求といった伝達保証機能が提供されていな 
いため、TCPに比較してやや信頼性に乏しくなります。し 
かし、高速性に優れているため、レスポンスが重視され 
る通信サービスやプロセス制御また各種オートメーショ 
ンの制御Busなどに用いられています（図1参照）。エム・ 
システム技研のMsysNet用制御Busである「L-Bus」や 
JEMA（日本電機工業会）が推進する「FL-NET」などにも 
UDP が採用されています。なお、これらの制御 Busにお 
いては、UDPの上位層であるアプリケーション層にユー 
ザーが独自に工夫をして、実用上充分な信頼性を実現し 
ています。ただし最近は、ネットワークの物理層として 
高速のEthernet（100Mbps）が普及してきたことやパソコン

の処理スピードも著しく向上したため、 
TCPでも相当な高速性が実現できるよ 
うになっています。そのため、オート 
メーションの制御 BusにもTCPが用い 
られるようになってきました。　

TCPとUDP
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